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奨学金を得て行った研究の成果 

 

1. 修士論文の研究について: 

日本の都市では、高齢化や少子化の進行に伴い、都市開発が徐々に土地の混合利用にシフトしていま

す。しかし、この発展は経済活動の促進と住民の居住性との間でバランスを欠く場合もあります。私の研

究の目的は、この土地混合利用が都市活力と都市の居住性のバランスにどのような影響を与えるのかを

探ることです。 

都市活力と都市宜居性の関係は、特に日本のように高齢化が進む社会において非常に重要です。土

地混合利用が進む一方で、これがどのように都市の経済的なダイナミズムを支えるのか、そして市民が感

じる居住の質にどう影響するのか、この二つの側面をどのように調和させるかという点に焦点を当てていま

す。 

私の研究目的は以下の点に分かれています： 

• 都市の経済活力と居住性の定量化 

• 土地利用の混合度の定量化 

• 土地利用の混合が経済活力と居住性の関係に与える影響を探る 

• 長期的な土地利用動向に対する政策提言 

また、私の研究の流れは以下の通りです：  
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次に、具体的な研究内容についてです。 

まず、研究対象地域についてです。私は、都市規模、人口密度、経済発展状況などの要素を基準に、

日本の横浜市、名古屋市、大阪市、福岡市の 4 つの都市を代表として選び、研究を行いました。 

分析単位は主に行政区と 500 メッシュを単位として行っています。 

 
研究対象地 

経済活力の定量化については、企業の分布、POI（ポイント・オブ・インタレスト）分類密度、および

地価の 3 つの影響要因を用いて定量化を行いました。これは、名古屋市と大阪市の経済データを例に、

空間経済活力の分析を行ったものです。 

 
 

居住性の定量化についてですが、現在は具体的なデータはまだ収集できていませんが、評価方法はす

でに決まっています。自然環境と社会環境のいくつかの影響因子のデータを用い、主成分分析法を通じ

て各地域の居住性の相対的な大小を定量的に評価します。また、今後は ArcGIS を用いて空間レベル

での分析と可視化も行う予定です。 

  
居住性の定量化 
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最後に、土地混合利用の定量化についてです。 

各都市の市役所から得られた具体的な土地利用調査データを基に、シャノン多様性指数

（Shannon-Wiener Diversity Index）を計算し、各地域の土地混合利用の程度を評価します。 

 
土地混合利用の定量化結果 

 

これまでの分析と、グループ会議で先生や同級生からいただいた意見を踏まえて、現在の研究成果は

主に以下の点にまとめられます： 

 経済活力については、POI の種類分布と経済活力には顕著な相関が見られました。地価データは

経済活動の密度と関係していますが、サンプルの拡大が必要です。経済活力の各指標の結果に大

きな差はなく、区別が難しいという結果が得られました。 

 分析単位については、500mmesh 単位ではマクロとミクロの分析バランスに課題があり、データの

稀薄さが残るという問題があります。 

今後行う分析の内容は主に以下の通りです： 

• 経済活力が居住性に与える影響 

• 混合用途が経済活力と居住性に与える影響 

• 混合用途の程度が経済活力と居住性のバランスに与える影響 

次に、今後の研究方向と研究内容について 

 経済活力の様々な指標に関するデータを見つけ、土地利用の混在と経済活力の相関関係の分析

を試みる。 

 住みやすさのデータを再考し、住みやすさに影響を与える要因について、分析単位の観点から関連す

るデータを見つけ、PCA 法を用いて住みやすさの相対的な大きさを統合し、評価してみる。 

 経済活力の変化と混合土地利用の変化との関係など、時間的ダイナミクスについて考える（ただし、

異なる時点における経済活力と居住性に関するデータが不足している）。 

 

2. 修士論文とは別に自分で行った課題研究について: 

研究テーマは、大阪市天王寺公園を事例に、公園建設がグリーンスペースのジェントリフィケーションお

よび社会経済に与える影響です。 

使用したデータには、人口、地価、POI、そして土地利用データが含まれています。 
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分析方法は主に定性分析と定量分析を組み合わせ、ArcGIS を使用して空間可視化分析を行いまし

た。 

 
研究結果は以下となります 

 天王寺公園改造の空間的影響：公園整備後、周辺地域の商業施設と住宅需要が顕著に増加。

特に公園周辺 1km 以内では地価が急速に上昇。 

 人口構造の変化：高所得層が移住し、低所得層が排除される現象が見られた。改造後の公園は

多くの高所得者や外国人観光客を引きつけ、賃貸料が上昇し、元々住んでいた低所得者層は移

住を余儀なくされた。 

 社会経済的影響：公園建設は地域の魅力を高め、経済発展を促進する一方で、地域内の不平

等が拡大。高所得層の集まりは消費水準を上げるが、低所得層には生活費の増加や移住の圧力

がかかる。 

 政策提案：今後のグリーンスペース建設や公園改造において、グリーンスペース開発と社会的公平

性のバランスを取るべきであり、過度な商業化やジェントリフィケーションを避け、低所得層の居住権

を守る必要がある。 
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産学協同の取組における成果 

 

この一年間、私はいくつかの重要な経験を積みました。 

まず、北海道で開催された都市交通に関する六大学セミナーに参加し、ポスター発表を行いました。こ

のセミナーを通じて、都市交通の最新の研究動向を学び、他の大学の学生や専門家と意見交換をする

貴重な機会を得ました。 

次に、夏休みには日本の建設コンサルティング会社でインターンシップを行いました。この実習を通じて、

日本の都市建設に関する実際のプロジェクトに触れ、現場での業務や問題解決の方法について深く理

解することができました。 

また、産学協同の取組の一環として、DDD を通じた企業様との交流にも参加しました。特に、UACJ

様との顔合わせ会や研究発表会では、企業の視点から都市開発に関する貴重なご意見をいただきまし

た。交流会では、UACJ 様の事業内容についても学びました。アルミニウム製品の製造・加工を中心とし

た事業展開や、産業・建築分野への幅広い支援について説明を受け、素材開発から製品応用までの一

貫した取り組みに感銘を受けました。 

また、研究発表会では、私の研究に対する具体的なフィードバックをいただき、実務的な視点や課題

解決へのアプローチについて多くの示唆を得ました。特に、企業側からは都市開発におけるコスト管理や

事業採算性、さらに持続可能性を考慮した計画立案の重要性について貴重なご指摘をいただきました。

また、研究成果の実用性や社会実装への可能性についてもご意見を伺い、理論的な研究を実務にどの

ように応用できるかを具体的に考える契機となりました。これにより、研究の社会的意義や実効性を意識

しながら、今後の研究を進める必要性を改めて実感しました。 

さらに、ArcGIS やデータ分析ツールのスキルも大きく向上しました。これにより、都市開発に関するデ

ータの可視化や分析がより効果的に行えるようになり、今後の研究や実務に役立つと確信しています。 
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六大学セミナーで発表したポスター 

 

 

今後の展望 

 

来年の修士期間中は、主に修士論文を完成させ、研究をさらに深化させることを目指しています。特

に、都市の経済活力と生活環境の関係についての調査を進め、より具体的な結論を得ることが重要だと

考えています。また、国際学会での学術交流にも積極的に参加し、他の研究者や専門家とのディスカッ

ションを通じて、視野を広げるとともに、自分の研究をさらに洗練させていきたいです。論文の投稿につい

ても、これからの研究成果を発表し、学術界への貢献を目指します。 

卒業後も、学んだ専門知識を活かし、都市の持続可能な発展に貢献することを強く望んでいます。特

に、都市計画や再開発において、環境負荷を最小限に抑えつつ、社会的・経済的な効果を最大化する

方法を模索し、実践的なアプローチで都市問題に取り組んでいきたいと考えています。都市の成長と発

展には、さまざまな要素が絡んでいるため、今後はデータ分析や AI 技術を活用して、より精密な都市の

運営と政策の立案に取り組み、都市の質を向上させるために尽力したいと考えています。また、国際的な

視野を持ちながら、異文化交流や共同研究を通じて、グローバルな都市問題にも積極的に貢献していき

たいです。 

 


